
　　はそこにたたずむもの
　　　は現象するわたしだけのもの

　　は雨や机の上の明かりによって　　がくるまれたものだとわかる

町の人

ここに住む人

設計者

１
２

「なにかがいる」予感　　　　　　　　　　　

：質量と実体があって捉えられるもの

：実体がなく、どう捉えるかはその人による

怪獣の進化過程

怪獣 くるむもの おばけ

ほっと、ひといきできるところ。でも一人じゃ寂しくて、なんとなしに誰かと話したくなる時もある。

雨の日、
　遊んで泥だらけの日、
　　仕事終わりで汗だくの日、
　　　　この家の入り口はグレイの方。

　　　　タイルがお風呂まで続く。

どんな足でも大丈夫。

一旦、「ふぅ」とため息をつきたい日、
びしっとキメて家を出ていきたい日、
友達を招く日、
この家の入り口はオレンジの方。

　分厚くちょっと思い扉の中には怪獣がいる。
　　
のかもしれない。

ぼんやりうかぶ明かりをながめる。
これが何かはわからないけど、

もうひとつの月のようにおもう。

と の家

こもりたい
安心感がほしい
カーテンを全開にしたい
ベランダがほしい
窓を開けて寝たい
いろんなところで寝転がりたい
雨の日にそのままお風呂にいきたい
共感してくれる家が欲しい
わたしの家を見て、だれかも帰りたいと思ってほしい

２

家
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１

安心感

友達

﹁
何
か
が
い
そ
う
な
予
感
﹂

捉えきれないこと /わからないこと
空間の大きさでも形でもなく、質を捉えたい、新たな身体感覚の
種を見つけたい
きっとそれは目に見えるものではなく、
その空間が建ち上がって初めて捉えられるもの
それをつくるのが建物の内部に潜む怪獣
それは目に見えなくて、五感で少しづつ捉えていくもの
図面でしか分からない厚みが生活する中でなんとなくわかってい
くこと
それは知らないことだらけの人が友達になっていくことと似てい
る➡他者との対話
家を通して対話している

覆うもの
外から見た人には機能の形がわからない
それも認識の選択肢を増やすこと
機能＝機械＝形が決まること

他者との距離感
都市における家のパーソナルスペースは近すぎる

怪獣図面

1F 2F

断面図 1:50


